
日の朝から夕方まで開かれており、1 日に約

1 万 7,000 人が訪れているそうです。全長約

1,300 ｍの片側 2 車線をつぶし、歩くスペース

を中央に両側に約 420 もの店が軒を並べます。

売られているものは、季節の野菜や果物だけで

はなく、金物や骨董品、植物や昆虫の類から、

そぞろ歩きにはもってこいの焼き鳥や芋天まで

多種多彩です。高知に観光や仕事でお越しの際

は、日曜日までご滞在いただき、ぜひ日曜市に

お立ち寄りください。

ちなみに、日曜市の西

端は朝からお酒が呑め

ることで有名なひろめ

市場であることも付け

加えておきます。

　高知県支部は“ちっちゃな支部”ですが、こ

れまでの公開支部研修や高知医療再生機構との

取り組みに加え、本年度からは行政機関との連

携強化を図りたいと考えています。支

部を取り巻く状況は楽観できるもので

はありませんが、さらなる発展に向け、

活動を継続したいと思います。

（高知県支部長　梅田 昭彦）
写真協力：（公社）高知県観光コンベンション協会

　高知県支部は現在会員22 人の“ちっちゃ

な支部”です。ご存知のとおり高知県の人

口 10 万人当たり病院病床数は 2,482.4 床

と、全国平均 1,234.0 床の約 2 倍（2014

年医療施設調査で全国 1 位）となってい

ます。また、医療機関が高知市周辺に集中

しており、都市部と中山間部の医療提供体

制に大きな差があり、医療政策上の構造的な課

題となっています。

　さて、みなさんは「高知」といって何を思い

出しますか？ 坂本龍馬に代表される維新の志

士、現存 12 天守の 1 つである高知城、日本最

後の清流・四万十川と沈下橋、そして盛夏に高

知市街地全体で開催されるよさこい祭り……。

これらの多くは観光ガイドブックで紹介されて

いますので、今回は高知の代表的な文化につい

て紹介させていただきます。

　高知市では“街路市”が

毎日どこかで開かれていま

す。その中でも、高知のお

城下・追手筋で開催される

「日曜市」が最も有名です。

日曜市は、元禄 ３（1690）

年以来 300 年以上の歴史が

あり、毎週日曜

高知の日曜市
高知城下を東西に走る追手筋片側 2 車線
で毎週開催

支部長
梅田 昭彦
支部会員
22 人

（2016 年 12 月現在）

支部役員

高知県支部
http://www.kochi.jahmc.or.jp

ひろめ市場
日曜市の西端、高知城のすぐそばに常設。
朝から呑めます。

高知城
アクセス：JR 高知駅からバス
で約 10 分。電車、徒歩でも。

よさこい祭り
四万十川と佐田の沈下橋

皿鉢料理

坂本龍馬像
アクセス：「J R 高知駅」か「はりまや橋」からバス（桂浜行き）で約 ３０ 分
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